
宣∴予宣
あさぽん　　ひ　　　こ　　　　　きぴ か　ぜ

腐　　　　　鯵LgL■ろ　■什んしっ

鶴戸小　鴨儀董

鞘勤l廊I摺zZB

＊桝の方仁

いっしょに挑み審し↓う
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朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。風邪をひきやすくなる時期です。体▼を冷やさないように気を

撃い雪で聖ツトに圭を入れて臥ている箕が鮎てきています。その故習で乱でしまうと・とっさ
に手が出ず、顔などをケガする鎚があります。茎絹は、マフラーや芋蔓をして、しっかり防斯様をし

て、ポケットに手を入れないようにしましょう。

☆揃弘畠みが竜について

競走の撃霞岳最遠の覧堅芳が態脊番の晶みかきをおすすめしています。そこで窟芦育子でも駕篭雀

に晶みかきをしだいという無がある人は・彙み盟をし禁よいこと監な。激だ。
撃霞で晶みかきをしたい場合は、おうちの人に相談し、下のルールを守って行いましょう。

1割壷補に俺昔産の島みかきを範毒します。」とおうちの箕に軋1てもらう。

2　鰯なもの〉島ブラシ、島ブラシ入れ

※島ブラシだけを轟ってきて、ランドセルに入れておき、岳みかきをするときだけ、島ブラシを品

瀬島み佃島・詣鷺宮鮎鳥ってきませ生じ。かんおこな
3　品みかき臥醤深みに宗達韻で習います。（掃除の時間は行いません。）

4品みかきの簡臥宗達議を緩れてはいけません。（島ブラシをくわえたまま主軸すると篇わぬケガ
につながります。）

5品ブラシは敏筈に急かず、琶岩島って篇り、きちんと竃かしましょう。誠に嘗しい島プラシ

に交換するのも忘れないようにしましょう。

☆Jヽン椚手、ティッシュ、マスクを持ってこきうJ

ハンカチ、ティッシュを持ってきていない人が多いです。

マスクを＜ださいと言 って絹越に嘉る箕も違えています。

ハンカチはマスク代わりにもなる
せき　　　　　　　　　　　　で も くら　　あ

ハンカチは、頭やくしゃみが出てきてときに、マスクを持っていなくてもハンカチを白に当てれば、

マスク代わりに使うことができます。また、火事などの災害時にけむりを吸わないためにも必要です。

ティッシュはケガのときも使える
はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きず　　　　　　　　　　　　　　　　しゆつけつ しゅつけつ　　よこ

鼻をかむときだけでなく、すり傷などのケガをして出血したときにも、出血や汚れをふくこともで
きます。

マスクは人にうつきないためのもの

鮎くしや霊が晶てきたら・臥人にうつさない霊・すぐにマスクをすることが笑翫す。マスク
は予防よりも人にうつさないために使用するほうが効果があるようです。給食当番は必ず使用するこ

とになっていますので、常にランドセルにマスクを入れておくのを忘れないでください。



≪保護者の方へ≫

☆轟染性鸞■炎の手鮪について

腹痛等の胃腸炎症状で欠席する児童が少しずつ増えています。これから一段と寒くなり、12月頃から
ノ田ウイルスが活発になります。ノロウイルスは非常に感染力が強く、あるホテル内で1名がじゅうたん
敷きの廊下で嘔吐したことで400名に感染が拡がったケースがあるほどです。また、ノ0ウイルスの生
存日数はだいたい1～2日ですが、閉め切った部屋等の悪条件では1か月以上生存します。正しい知識を
持って、感染を拡けないように気をつけなければなりません。

豪無上吏凛一首
≪感染経路≫　様々な感染経路があるので、要注意である。原因となるウイルスは「ノロウイルス」、「ロ

タウイルス」、「サボウイルス」、「アデノウイルス」などがある。

①軽口感染・・・ウイルスに汚染された飲料水や食物による感染（いわゆる食中毒）。ウイルスを内臓に取り込
んだカキやシジミなどの二枚貝を生で又は不十分な加熱処理で食べた場合。

②接触感染…感染した人の便や吐物に触れた手指を介してウイルスがロの中に入ることで感染。
③飛沫感染：優や吐物が乾燥して、挨とともに舞い上がったウイルスを取り込むことで感染。

≪潜伏期間≫　数時間～数日（平均1～2日間）

≪症状≫　主症状は嘔吐、下痢。発熱することは少ない。

≪治療≫　ノロウイルスに対する特効薬はなく、対症療法となる。脱水症状を生じることがあるので早め
に医療機関を受診する。軽口や点滴による水分補給が重要である。
経口補水液（OS－1等）も薬局に売っているので、医師や薬剤師に相談してみるとよい。

≪予防≫
・最も重要なのは手洗いである。石けんと流水で十分に洗う。
・カキなどの二枚貝を調理するときは中心部まで十分に加熱する。（中心温度85℃で1分以上の加熱が

必要）

・健や吐物を処置するときは、必ず換気をして、次亜塩素酸ナトリウム水溶液（500mLの水にキッ
チンハイター等の塩素系漂白剤キャップ半分位を入れたもの）で汚れた場所を消毒することが大切で
ある。汚れた衣服も消毒が必要であるが、色落ちしやすいものは、熱湯かアイロンを当てて消毒する
とよい。

≪出席停止期間≫　学校長が学校医と相談して出席停止扱いにすることができる。特に決まった期間は
ない。全身状態が安定して、かかりつけの医師より登校可能の判断をもらってから登校する。

≪学校での対策≫
●各教室に「嘔吐用バケツ」（ビニールを被せたもの）、「嘔吐処理グッズ」（手袋、マスク、エプロン、瞬
間凝固剤等）を置いています。次亜塩素酸ナトリウム溶液は、安全を考慮して、職員室や保健室等、教
職員が管理できる場所に置いています。

●嘔吐するときは、なるべく嘔吐用バケツやビニール袋を使用するように指導しています。トイレでの嘔
吐は、便器やドア等に吐物が付着し、感染が拡大する恐れがあります。ご家庭でもなるべく、袋等に嘔
吐するようこ留意ください。

≪こ家庭へのお願い≫

●汚れた衣類等は、感染拡大予防のため、学校で洗うことができません。こ了承ください。ビニールに入
れて持ち帰らせますので、こ家庭で消毒と洗濯をお願いします。

●繰り返す嘔吐はもちろん、吐き気が続く場合も、こ家庭に連絡し、お迎えを依頼します。

●朝、食欲がない、気持ち悪い等の気になる症状がありましたら、こ家庭で少し様子を見てください。登
校する場合は、連綺帳にて状態等をお知らせください。


